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要 旨  

会社の行動を善悪，賢愚の 2 軸で評価して自社の現状を知ることは有効で

ある。しかし，成熟社会における会社のあり方には，さらに徳性の高い品格

を持つことが求められる。そこで，この第 3 軸品格の高低を加えて，これを

会社の格，即ち社格と言う総合的言葉で表現し，経営者が自社を自己評価す

ることを勧める。 会社の品格が高いか低いか，善悪の判断が深いか浅いか，

さらに賢愚の知識幅が広いか狭いかを論じて，３次元的に会社の評価を行う

ことで，経営者が総体としての自社の社格を知り，徳の高い企業行動を持続

するように経営管理するのである。 

Abstract  
To know current status of the company analyzing resulted activities by 

company would be profitable to their management. In the matured society, high level 

of dignity is more required for the company to survive. If the company dignity is 

added to two aspects of “Virtue” or Evil” and “Cleverness or Stupidity” as 

evaluation criteria, then more complete knowledge about the company is 

given to management. The word “SYAKAKU” is proposed as the integrated 

criteria The paper advices Top management should know by this criteria to 

keep the company at high level in Japanese society. 
  

1 社格の研究 

1.1 人格・社格についての先行研究 

会社を構成する人間の理論と言うものは，未

だ確立されていない[１]。我々は，人格と言う

言葉を一般に使用している。あの人は，人格者

だと言えば，わかりきった言葉として，納得す

ることがある。天皇陛下は，人格者だと言う評

価をする人がいる。反対に，そうではないと言

う日本人はあまりいない。しかし，そのような

評価をするための規準を誰が提起したかを筆者

は知らない。果たして，人格と言うものがどの

ような要素で構成されているのであろうか。芳

村[2]によると，人格には，三次元の構造がある

と言う。その研究では，現象学的分析の結果，

人格には高い又は低い人格と言うのがある。次

に，深いまたは浅い人格と言うのがある。そし

て，三番目が，広いまたは狭い人格と言うのが

あるというのである。高低，深浅，広狭と言う

三次元構造が人間の人格なのであるとする。高

貴な人格と深い考察ができ，そして広い度量で

豊かな心を持った人が人格者なのであると言う。

知識や技術，教養を積んだ人こそ人格者になり

うる人なのであろう。人に人格があるなら， 

会社という法人の社格を定義できると考えた。

著者は，先に善悪賢愚の二軸で会社を評価する

ことを提唱した[3]。社格という総合的評価を得

るべく，第 3の評価軸である会社の品格を加え

た。 元来，神社の格式を意味した社格につい

て，ここでは，“会社の格式”として定義しなお

す。経営コンサルタントである坂本[4]は社格に

ついての博士論文をまとめた。坂本は，社格に

ついてのコンセプトを『豊かな社会の実現に向

けての企業の貢献･行動および社会における企

業の品位ステータスの水準』としている。しか

し，坂本は社格の定量的評価には踏み込んでい

ない。 

 

＜表１ 会社の品格の評価表＞ 

品格の５つの要素 

１．会社の信用が永年維持されている 

２．他社が真似できない技術の伝承がある 

３．会社の高い知名度が維持されていて， 

  ブランドは著名である 

４．市場として地域密着度が高い 

５．社歴が長く安定した経営状態にある 
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坂本は，社格の４つのセルというのを定め，

セルAに属する企業は社格の最も高い企業であ

るとしている。セルB に属する企業は価格競争

力やコスト競争力で勝ち続けているが，未だ社

会的ドメインにおいて，劣っているとする。セ

ルCに属する企業は創業以来未だ新しいが事業

競争力に於ける優位性があり，会社の事業収益

は高い。ただし，社会的ドメインにおいては，

依然，より低位である。セル D に属する企業は，

典型的に保守的な企業で，価格とコストを追う

だけの企業であり，社会への貢献などの政策に

は至っていないとする。そこで，本論では，善

悪，賢愚の 2軸に加えて，第３の評価軸として，

会社の品格を定義した。品格判定基準を設定し，

各企業が自社を評価するようにする【表１】 

品格のランクについては，安岡正篤[5,6]の人

間の品格説に則ることにした。安岡は，中国の

士大夫『呂新吾』の書いた呻吟語から，人間に

ある五ランクの品格を説いている【表２】。五つ

とは，高品，正品，雑品，庸品，下品というの

である。先ず，高品とは，世間の習慣や規則，

礼法などを守り，かつそれにしばられず，自由

自在な高い境地に達しているレベルの品格を持

つ人間のランクである。正品は時流に迎合する

ことなく，中道を行く毅然とした人格者をいう。

雑品は，善事悪事入り混じっているが，行動は

するので，旨く使えば良い人であるとする。庸

品は短所も無く長所も無い，使い道の無い人で

ある。世の中の役に立たない人という範疇であ

る。下品と言うのは，用いるべき人ではない。

心がねじれて邪悪なことを好む人であるという。 

この５段階を会社の特性に当てはめ，品格の

格付けに採用することにした。表１のような品

格評価表を使い格付けをするのである。 勿論，

会社の格付けをするのであるから，会社の現状

を正確に知る企業の幹部が参加して格付けをし

なければならない。従業員は，全てがこの評価

を知るべきである。日本社会では，一部上場企

業は，二部上場企業より格上であるとする風潮

があり，新卒の高校生，大学生は一部上場企業

に入社したいと願うし，親も盲目的にそのよう

に希望する。しかしながら，証券市場は，真の

会社の格式を云々するものではない。一部上場

会社の社員は人格者ばかりが揃っているか，疑

問は残る。また，巨大な利益を生み出す会社の

品格は高いともいえない。本論で，会社の品格

を構成する要素を抽出して議論するのはあくま

でも自社の評価であり，他社を勝手に評価して

云々するべきものではない。 

2 品格の評価のしかた 

会社の品格を構成する要素を表１に 5つ挙げ

たので，以下のように各社を評価することにし

た。 

2.1 会社の品格のランク規準 

ランク５に入る企業は最上位の品格を持つ高

品企業である。評価して 5 ケ○がつく会社であ

る。ランク４は４ケ又は３ケ○がついた場合，

正品企業とされる。 ランク３は○が２ケで，

雑品企業と呼ばれ，まだまだ改善すべきところ

が多く，気を抜けない企業である。 ランク２

は○が 1ケであり，庸品企業と呼ばれる。企業

として存在価値が問われる。レベルで言うと，

低位側に入る。ランク 1は○が無であり，この

タイプの企業は下品企業と言われ，社会におけ

る存在価値を問われる最低位レベル企業なので

ある。経営者には会社の改革のためにも，率直

に自社を評価することが求められる。 

 

2.1.1 既存企業を５段階評価する 

品格の評価で，○が 5ケ付された企業は，高

品企業であり，総合評価で社格が高いかどうか

は，天界に位置づけされていることが必須であ

る。 ちなみに，筆者の評価[1[では，善悪賢愚

の評価で，天界にいる富士フィルム社は品格評

価でランク５となり，日本企業では最高の社格

を持つとした。競争企業のコニカミノルタ社は

品格評価では，ランク４であり，同社は天界に

いるものの社格では若干富士フィルム社に及ば

ない。セコム社もランク５であり，こちらも天

界におり，社格の最高企業である。資生堂社も

ランク５となった。やはり，天界にあり，社格

の最高企業とすることができる。旭化成社はラ

ンク４であるが，市場密着度が改善されればラ

ンク５に到達するのであるから最高位に近い会

社だ。帝人社も同じであり，ランク４である。
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武田薬品工業社はランク５であり薬品会社とし

ては最高位になる。エーザイ社はランク４であ

る。天界にあるこれらの企業は，高品企業また

は正品企業として日本が誇る企業と言える。で

は，魔界にいる企業の品格はどうなるのか見て

みよう。JR 西社はいかがであるかというと，

ランク３になった。東京電力も同じランク３で

ある。雑品企業と呼ばれる。社会的に存在価値

を問われる企業であると認識すべきである。 

表 2に各社の評価結果を示す。 

 

＜表２ 品格の評価表＞ 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

No

富

士
フ

ィ
ル
ム

コ

ニ
カ
ミ
ノ
ル

タ

セ

コ
ム

資

生
堂

旭

化
成

帝

人

武

田
薬
品

エ
ー

ザ
イ

Ｊ

Ｒ
西

東

京
電
力

3
会社の高い知名度が
維持されていてブランド
は著名である

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4
市場として地域密着度

が高い
○ ○ ○ ○ ― ― ○ ○ ○ ○

5
社歴が長く安定した
経営状態にある

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ―

5 4 5 5 4 4 5 4 3 3

（○が５ケはランク５、４ケ又は３ケはランク４、２ケはランク３、１ケはランク２、○が無しはランク１）

―

ランク　（　　　　　　　　　　　　）

―

1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ― ―

会社の信用が

永年維持されている

他社が真似できない

技術の伝承がある

―

2 ○ ― ○ ○

品格の

五つの要素

対象

企業

 

 

3 社格低位企業の改革 

会社の品格がランク１と最低位な企業で，地

獄界または魔界にいる企業は，下品企業と本論

では命名している。以下のような記述にはまる

企業である。経営者は１０年ぐらいかけてこれ

を改善しないとまともな企業，即ち正品企業，

さらに上位の高品企業になれない。 

下品企業とは，保守的社風で同族経営やワン

マン経営会社であるか，又は官僚主義的経営ス

タイルであり，高齢化した社員が多く覇気に乏

しい。さらに顧客が固定客で目減りしているに

もかかわらず，社内には改革の機運も無い。社

内の風通しが悪く，上意下達が無い。技術の継

承が不十分で新規性に難ある事業を継続してい

る。このような経営を持続しても発展は無い。

経営者は，不退転の決意を示して改革にあたら

ねばならない。それには，経営者が自己の人格

を見直さないと対処できない[7]。と同時に，こ

の改革を，社員全体に及ぶようにしなければな

らない。結局会社という法人であっても，その

ものを構成する社員一同全員参加の人間改造を

要求されるのである。 

 

4 総合評価の手順 

分析表を使い，各社の情報を集約し，品格規

準を適用し各社のランクを決定することになる。 

4.1 各社の情報集約 

会社の情報は，過去の株主総会資料，役員会

議事録，会社四季報などを参照する。勿論，管

理者会議議事録，会社のホームページ記録など

も活用する。 

4.2 分析と評価 

会社の所有する各資料を縦軸にとり，横軸に

は前記規準を挙げて，該当事件，案件，などを

克明に記していく。その情報を注意深く見なが

ら，品格の各要素の○かーを判断し，評価結果

として，品格ランクが得られる。 

4.3 社格としての総合的呼称 

善悪賢愚での評価により，天界在住企業が品

格ランク 5であれば，社格最高位で高品天界企

業と呼ばれる。品格ランク 4であれば，社格上

は正品天界企業と尊崇される。さらに，地上界

企業で，正品と評価されれば，正品地上界企業

である。品格ランク 3と評価された場合の地上

界企業は，雑品地上界企業と呼ぶ。さらに，品

格ランク 2と評価された魔界企業はそのままで

は存在価値を問われる会社であり，魔界在住庸

品企業であり，世の中に役立つように速やかに

変身しなければならない。地獄界にある企業が，

品格ランク 1と評価された場合，地獄界下品企

業となる。その存在は法的にも，社会倫理的に

も問われるべきであり，社会から抹殺されてし

かるべきであろう。現在東京電力社などがこれ

に当たると想定される。経営者は大いに反省し

悔悟し，生まれ変わるべく企業再生の道を模索

すべきである。         
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５．まとめと今後の課題 

あくまでも，経営者による自己評価であるの

で，主観的な立場における評価が行われること

やむをえない。脚下照顧，すなわち己を知るた

めに，より広範囲な視点で何度か自主的に自社

を再評価することがよい。 

かの有名なギリシャのアリストテレスはレト

リックの概念として，パトス(Pathos)とロゴス

(Logos)とエトス(Ethos)の３つが挙げられると

している。人間の心がそうならば，本論では，

会社の心をパトスに対して善悪，ロゴスに対し

て賢愚，エトスに対する品格の三分説で説明で

きるとしたが，この提案について大方の批判を

受けたい[８]。 
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＜図 1 善悪賢愚の 4象限図＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注：図 1上に示す番号は会社の名前に対応する。

6 は富士フィルム社，7 はコニカミノルタ社，

10はセコム社，11が資生堂社，12が旭化成社，

13 がテイジン社，14が武田薬品社，15がエー

ザイ社である。JR 西日本社は 9 で，東京電力

社は 19である。 
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